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の 3 つである（Fischer 1994: 136）。これら 3 つの作業はそれぞれの領域において個別にコン
ピュータを用いた場合でもそれなりに作業効率をあげることができるが、複数の領域に跨って
作業を行なえるコンピュータ・ツールがあれば、非常に作業効率があがる。特にデータベース








                                                                 













によって行なわれ、フリーウエアとして無償で提供されている（杉藤編 2003, 2006, 杉藤 2006, 



















                                                                 
2 基点となる祖先と父系的つながりをもつ男性親族を原則として全員記載した系譜記録で、世代深度は深
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2－1．日本：Ｘ集落の事例 
筆者は 2003 年 2 月・8 月と 2004 年 2 月に福岡県にある X 集落で主として親族について調査


























（図 2－2）。図 2－2 を基にして質問した結果出 
                                                                 






























てきた情報を、追加・修正したものが図 2－3 である。5 
図 2－3 ができた段階で、Windows に標準搭載されているペイント・ツールを使って作画を
し、図 3 を得た。図 3 を作成するに当たっては予め原型パターンを用意し（図 4）、必要部分を
コピー＆ペーストあるいはカット＆ペーストした。 
インフォーマントの説明によると、この集落の親族集団は大きく A・B・C の 3 つの系統に 
 
                                                                 
5 図 2－2 を作成した後、しばらく調査地に行けなかったため、質問の答えは甘木市教育委員会の職員であ
る篠原浩之氏に代わりに確認していただいた。篠原氏はこちらがお願いした質問以外のことについてもい
ろいろと確認して図の修正・補足をしてくださった。ここで改めて、感謝の意を表したい。 





























































































えば A グループの左端の真ん中の世代の 4 人兄弟は、末弟が本家を継いだ関係上、右から順に
長男・次男・三男・四男となっている。 
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筆者は 1994 年 10 月から 1995 年 8 月にかけて慶尚南道山清郡の山間農村で住み込み調査を、
また 1995 年 9 月と 10 月に一回ずつ補足調査を行い、主として親族と族譜に関するデータを収
集した。 
この村の 99 世帯のうち 62 世帯は同じ A という氏族に属し、A 氏族以外の 37 世帯のうち 17
世帯はこの村に住む A 氏族と何らかの姻戚関係をもっていた。A 氏族に属する 62 世帯は A 氏
族の上位門中のひとつで始祖から 16 世代目の子孫 B を派祖とする B 派に属しており、さらに
その下位門中で、始祖から 22 世代目にあたる子孫 C を派祖とする C 派に属している。B 派は
1983 年に初めて B 派レヴェルでの族譜を刊行した。筆者はこの族譜に基づき、C 派に属する男









9 実際の系譜図は派祖 C の父を始点として作成した。 







































































たと思うが、コンピュータでは非常に簡単にできた。こうしてできた 18 枚のうちの初めの 3
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紙 1 枚に印刷して折り込みにするということもできなくはないが、論文の場合は不可能である
し、本の場合でも普通は複数のページに分割して載せざるを得ないようである（鄭勝謨 1993; 
金俊亨 2000 など）。筆者の場合は、博士論文に入れる図だったので、できれば 1 枚の紙に印刷
して折り込みにしたいと思い、プリント・ショップをあちこちまわって相談したが、これだけ
の長さのものを 1 枚の紙に印刷するのは無理だと言われ、結局、プリントアウトした 18 枚の図

























                                                                 
10 日本の場合、「ルーツ探し」や家系図作成を「助ける」のではなく、完全に代行するサービスのサイトの
方が多いようである。 




















親子関係を ID ナンバーの振られた 1 枚のカードに 1 名ずつ登録するように設計されているが
（図 8）、CSV11 形式あるいは GEDCDOM12 形式のファイルから一括登録することも可能であ







                                                                 
11 Comma Separated Value の略で、データをカンマで区切って並べたファイル形式のこと。汎用性が高く、
異なる種類のアプリケーションソフト間でのデータの共有や交換に用いられる。 
12 Genealogy Data Communication の略で、家系図作成アプリケーションソフトにおいてデファクトスタン
ダード的地位を占めるファイル形式。異なる種類の家系図作成アプリケーションソフト間でのデータ交換
を可能にする。 
13 Extensible Markup Language の略で、誰もが同じデータを共有できる汎用的なマークアップ言語のこと。 































































わかるが、図 9－1 と図 9－2 から図 10 の関係を想起するのはかなり難しい。姻族関係や限定交
換のような婚姻関係の表示は、開発者も「アライアンス」の今後の課題のひとつとして挙げて
いる（杉藤 2006）。 
































人データカードに自動的にその子どもが登録される。例えば A の個人データカードに子ども B
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を登録したければ、A の個人データカードに B を「子ども」として登録するのではなく（そも
そもそういう登録はできないようになっている）、B の個人データカードに A と A の配偶者 C
を「親」として登録するのである。そうすると、A の個人データカードの配偶者欄に C との間










は図示されない。そのため手作業で作成した X 集落の親族関係図に出てきたのは 138 名だが、
















                                                                 
14 C を A の「配偶者」として登録せず、B の個人データに A のみを「親」として登録した場合、A の個人
データカードに B は「子ども」として表示されないが、作画の際には「子ども」として図示される。 
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親族関係図の作画については、機能ボタンのクリックひとつで操作が終わるので、手作業で
作画するのに要する時間と労力とは比べものにならないほど容易である。ただ、前述のように、
「アライアンス」では異なる 2 つの系図は同一画面上には示されないので、図 3 のような全体
図は描けず、ひとつの系図から別の新たな系図を呼びだすという手順になる。例えば図 3 の A
グループのホンケ筋の系図（図 3 の A グループで黒点がついている△の家系）は図 11－1 のよ
うになる。15 前項で示した手順にしたがって、婚入してきた＜90＞の家系図を表示すると図 11
－2 が得られる。図 11－2 に出てくる＜20＞と＜109＞は図 3 の A グループの最上世代に属して






















図 11－2 ＜90＞の家系図 
 
                                                                 
15 図中の番号はデータベースの個人 ID 番号である。個人名がわかってしまう部分は消してある。 






























また、「アライアンス」で表示するのが難しいのは、図 3 では点線（        ）で示した
ような、系譜関係が明確ではないがつながりがあると言われている人々の関係である。曖昧な
関係をコンピュータで表示したいというのは無い物ねだりということは承知しているし、また、
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この問題は属性の項目を工夫することによってある程度解決できるのかもしれないが、できれ
ば系図として図示したい。 









て作画してみた。手作業ではこの族譜に C 派として記載されている父系男性成員のうち 949 名
が入っている系譜図を作成したが、C 派に関する「アライアンス」によるデータベース構築は
まだ完成していないので、ここでは、C 派の派祖の父（A 氏族第 21 世）から 6 世代下（A 氏族













異なり、全員が同じ図に表示される。今回は C 派のごく一部である 91 名しか登録しなかった
のだが、作画をしてみると、かなり横長の図になった。最小のサイズで表示しても 1 枚の図と
して掲載するのは無理だったので、左右を少しずつ重ねながら 5 つの部分に分割した（図 12－ 
                                                                 
16 最小のサイズでは名前は出てこず、その次に小さいサイズでは、日本語の場合、最初の 1 字だけが表示
される。 
























図 12－3 「アライアンス」で作画したＣ派系譜図（部分３） 
 
 















図 12－5 「アライアンス」で作画したＣ派系譜図（部分５） 
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